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4) Hiickel, Adsm・pt,ion’und.Kapill，αrkondensation (Leipzig, (1928). 熱力事的見地土り吸着

を翻た書で内容は主として吸着力を電気的注意味と結びつけて論を進めてゐる．

5) Smithells, Gαses and Metα｛s (Chapman & Hall, 1937}. 内容は吸着，績散， i容解の三部

分上り在り瓦斯－岡樫聞の相互作用を比較的簡明に纏めてある．

6) de Boer, Electron Emission必 AdsorptionPhenomenα｛Cambridge, 1935). （濁諜， Johann

Ambrasius Barth, 1937). 理論的記載に豊富な絶好の参考書である． 同慢の理論を加味して吸

着を観てゐる黙が特徴である．

7) Doh田 u.Mark, Die Adsorption voηGαsen 'U. Dampf切 αnfesten Korpern (Akad. 

Verlag., 1933). 熱力皐的並に分子動力率的に吸着を観察した本で邸前句記載に富める好い参

考書である．

8) 以下に記載する本は縄媒反膝に主眼黙を置いたものであるが吸着に闘する事項も相営あ

るので列車ずる．

Ri巾al,Aηlntrod’uction to SuザαceChemistry (Cambridge, 1930). 

@Ada.m, The Physics & Chemistry of Suザαces( Oxfoni, 1938). 

Krogel, Gren宅向clten-Katalyse (Hirzel, 1933). 

Sauter, Heterogene Katαlyse (Theodor Steinkopf, 1930). 

@Griffith, 71he Mechαnism of Contact 0,αtα今sis(Oxford, 1936）・

Nyrop, 1克e・oαtalytic Action of 8-u.efαces (Williams & Norgate, 1937). 
@Schwab, Katαかsevom Sfα制t.punktder cltemiselwn Kineti"k (Springer, ] 931). 
@Taylor & Spence，同上の英語本（vanNostrand, 1937). 

Hinshlwood, Kinetics of Chemical Change in Gαseo'Us Systems (Oxford, 1933). 

Frankenburger, Katα伊ischeUmsetzungen仇 lwmogenen’undenzymatischenめstem(Leipzig, 

1937). 

Hiickel, Katαか・semit kolloiden Metallen ( Leipzig, 19'27). 
Rideal & Taylor, 0,αtαlysis in Theoryαnd Practice {London, 1926). 

@Maxted, 0,αtalysisαηd it Industrial Applications (Churchill, 1933).. 

Ip1tiff, Cαtalytic Reαction at High Pressuresαnd 1'emperatu附（MacMitlan,1936). 

Hilditsch & Hall, Ciαtαlytic .Process仇 AppliedChemistry (Chapman & Hall, 1937). 

Mittasch, Uebe1・Katαlyse'U. Katalysαtm・en仇 Chemie・u. Biologie {Springer, 1936). 

第十四章雑

§ 37 液睡室鎮で失敗した話

とれは今思つでもゾツとする話であるが， もう五六年も前の事である．内径8-9糎計りのデ

ユワー瓶を山下君につくらせたが，とん左に大きく在ると山下先生にも少々無理だったと見え

て上級にまだ大火傷の跡の様に引きつれた凹凸が大部建って居た．営然とん在所は熱鍵化に撃す

して最も弱い所であるから始めは定分注意深く扱って居たが，液鰹空気を一杯入れても案外E

うも左ら左いので，すっかり油断してしまった．フエーダーマノメーターをとのデユワー瓶に

入れ之に波々と九分目位迄液樟空気を注いで・行ったがまだ少し中のフヱーダ戸の部分が見える



50 

のでも少し入れてやれと思って更に液鰹空気を追加して行った．もう二分位で一杯と云ふ時分，

突然パアーツと云った鈍い普がしたと思ったら寓事は休して居った．寅験嘉の上には一面に二

寸角位の銀メツキをした硝子が飛散して居た．勿論フヱーダーはあへ友き最期をとげるしパイ

レツクスの太い毛管部も三ケ所計り千切れて居た．硝子の破片が大部遠い庭迄飛んで、居た庭を

見ると相官友勢で飛出したものと見える．而も一瞬間前には芝の位這入ったかと中をのぞいて

居たのであるから恐ろしい話である．

とれは勿論例の弱黙からはねて，急に液樫空気が外気にふれて気化した丈の事であるが量が

多かったのであんなに強く破裂したのであらう．兎に角，相の悪いデユーワ瓶は曲者です．

§ 38 其他の注意事項

A) 負傷し易き操作

注意して賓験すれば先づ負傷する事は左い．併し慣れない間，或は慣れでもつひうっかりし

て負傷する事がある．負傷した揚合は取り敢へやオキシフルで消毒する．出血が激しい時は止

血綿で・血を止めて沿いて醤師の治療を受ける．負傷し易い主な操作は突の如きものである．

1) ゴム栓に孔をあけて之に硝子管や寒暖計を挿込む時は必宇水をつけてやる事．そして徐

り無理に事11込んで・は左ら在い． もし管が折れると勢徐って折れた硝、子管の先で、手を突き大負傷

をする．故に或る程度押込んで、管の先が一寸程ゴム栓から出た左らばそれ以後はとの端を持っ

て引出す方がよい．

2) 瓦斯滑中の H空やCH4K空気が混入した時は之に火焔や熱した硝子管を鰯れでは左ら
ぬ．瓦斯溜中の H2等は活栓を開いたま L長時間！空気中に放置して置いても，友かなか完全に逃

げ去る事左〈，之花火を近付けると往々にして爆議する．相官激しく爆焚するから注意し；をけれ

ば左らぬ．との爆禁により瓦斯摺は影も形も無く左りその破片は附近の装置を破壊するのみ在

らす＝一部分は顔面や手に突入する．眼鏡はとの際限を保護してくれる（眼鏡が割れたり蝦付い

たりしたが眼は助かった例が多い）．顔面等に突入した柏、子片は針等と異り共後深部へ移行す

る事無くむしろ次第に外へ出て来るようである．命爆裂の際に鼓膜が破れなくても30分か1時

間後に聴費を失ふ事があるが之は共後究第に恢復するようである．扱て以上の如き危険がある

からもし爆設の恐れがある時は必十一度排気するか或は水を入れて瓦斯を退出してから硝子作

工をする．

3) 液臨空気で失敗した話にある様にデユワ｛瓶の上縁は歪がか Lって居て弱い廃であるか
ら之に液館空気を燭れしめて急激左温度餐化を輿へると瓶を破壊する．故にデュワー瓶に液鰹

空気を一杯入れる事は禁物である．殊にデユワー瓶を持運ぶ揚合には波立って，液躍空気が縁

に鯛れる事があるから，可成りの徐裕を輿へて置く必要がある．倫液鰐空気を汲出す時サイフ

ォンの下端（勿論ゴム管）で、デ、ユ｛ワ瓶を突破った人があるが，とん左事は再び無いように注意

し在ければ、左らぬ．叉液館空気に直接有機物を入れると危険で、あると云ふ．

4) ドリルで孔をあける時には被穿孔物はしっかりと支へ心ぽ左らね．指先で支〈たりする
と揚合によっては被穿孔物が廻縛してその震に指先を傷ける事がある．

B）共他

1) 同形炭酸のボンベの口は茨酸を出した直後は氷がついて完全にしまってゐ左い事が多い

から，約十分間後に必宇再びしめ直す事を要する．併しとの際必要以上に強くしめると尖にあ

ける時K口をもいためる．

2) 瓦斯を董夜使用する時は火の月j心は勿論し左げれば左らぬが，共他瓦斯係からの停止の

通知に注意し；をいと一旦停止の後瓦斯が供給されて部屋中瓦斯が充満する事がある．




